
鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
が

日
か
ら

日
ま
で

11

28

開
か
れ
ま
す
。

市
当
局
提
案
の
議
案
は
、

繰
越
明
許
の
報
告
４
件
、

専
決
処
分
の
承
認
２
件
、

補
正
予
算
２
件
、
条
例
８

件
、
事
件

件
、
人
事
１

11

件
の
合
計

件
が
予
定
さ

28

れ
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
が
初
め
て

補
正
予
算
で
は
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）

街
路
灯
の
導
入
経
費
の
追

加
８
０
０
万
円
（
全
て
国

支
出
金
）
で
、
市
内
の
６

０
０
０
灯
設
置
の
調
査
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

よ
る
長
寿
命
化
は
三
浦
幸

雄
議
員
が
２
０
１
２
年
６

月
議
会
で
初
め
て
取
り
上

げ
、
当
局
は
「
新
た
な
情

報
を
注
視
し
、
具
体
的
な

切
り
替
え
時
期
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

ア
ナ
ロ
グ
の
制
限

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
５
億
１
６
８
４
万

円
は
、
国
の
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
を
活
用
し
、

２
カ
年
事
業
で
整
備
さ
れ

ま
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
ア

ナ
ロ
グ
周
波
数
の
使
用
制

限
は
２
０
１
６
年
５
月
末

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
デ

ジ
タ
ル
化
は
避
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

県
が
拡
充

放
課
後
児
童
対
策
事
業

５
９
０
万
円
は
県
の
補
助

拡
充
で
す
。

障
害
児
の
受
け
入
れ
に

対
し
て
、
現
行
は
国
、
県
、

市
町
村
が
３
分
の
１
ず
つ

負
担
し
て
１
５
７
万
７
千

円
（
年
額
）
を
定
額
補
助

し
て
い
ま
す
が
、
３
人
目

以
降
受
け
入
れ
に
対
し
、

県
、
市
町
村
、
事
業
主
が

３
分
の
１
ず
つ
１
人
に
つ

き

万
８
５
０
０
円
増
額

73

と
な
り
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
を
増
額

地
域
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
補
助
金
の
増
額
３
０

１
６
万
円
は
、
当
初
予
算

８
６
０
０
万
円
に
追
加
さ

れ
合
計
１
億
１
６
１
６
万

円
に
な
り
ま
す
（

年
度

24

予
算
は
補
正
含
め
９
１
７

４
万
円
）。

野
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

小
真
木
原
野
球
場
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
改
修
工
事
９
９

２
２
万
円
は
、
国
の
「
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
、
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
に
よ
る

電
光
表
示
化
を
お
こ
な
い

ま
す
。

セ
ン
ト
ル
の
廃
止

議
案
で
は
、
鶴
岡
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
条
例

を
廃
止
し
、
移
転
す
る
商

工
会
議
所
の
仮
事
務
所
と

し
て
貸
し
、
そ
の
後
民
間

に
譲
渡
す
る
予
定
で
す
。

銀
座
商
店
街
に
あ
る
セ

ン
ト
ル
は
鶴
岡
市
に
や
っ

て
く
る
人
た
ち
の
交
流
を

は
か
り
、
商
店
街
の
振
興

を
目
的
と
し
て
鶴
岡
市
が

建
設
し
た
施
設
で
、

人
70

収
容
の
多
目
的
ホ
ー
ル
や

会
議
室
（
和
室
）
が
あ
り

ま
す
。

足
湯
カ
フ
ェ
を
民
間
に

温
海
温
泉
活
性
化
施
設

条
例
の
廃
止
は
、
行
財
政

改
革
の
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
温
海
温
泉
の
足
湯
カ

フ
ェC

hitto
M

otché

（
チ

ッ
ト
モ
ッ
シ
ェ
）
の
建
物

を
民
間
に
無
償
譲
渡
し
土

地
は
貸
与
し
ま
す
。

チ
ッ
ト
モ
ッ
シ
ェ
は
も

と
も
と
、
温
泉
街
の
旅
館

を
民
間
企
業
が
取
得
し
て

企
業
保
養
所
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

年
に
民
事
再
生
法
に
よ

14る
財
産
処
分
と
し
て
温
海

町
に
購
入
を
依
頼
し
、
平

成

年
３
月
に
温
海
町
議

15
会
が
土
地
と
建
物
を
５
３

０
０
万
円
で
購
入
を
決
定
。

平
成

年

月
に
１
６

16

12

０
０
万
円
で
施
設
改
修
工

事
に
着
手
。

平
成

年
３
月
に
第
３

17

セ
ク
タ
ー
（
株
）
ク
ア
ポ

リ
ス
温
海
に
指
定
管
理
し
、

４
月

日
に
足
湯
カ
フ
ェ

29

「C
hitto

M
otché

（
チ
ッ

ト
モ
ッ
シ
ェ
）
と
し
て
オ

ー
プ
ン
、
運
営
し
て
き
ま

し
た
。

行
財
政
改
革
の
実
施
計

画
で
は
道
の
駅
し
ゃ
り
ん

も

年
度
中
に
民
間
に
無

25
償
譲
渡
す
る
計
画
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
医
師
公
舎

荘
内
病
院
の
医
師
公
舎

戸
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
（
民

38間
資
金
活
用
）
で
建
設
さ

れ
、
事
業
費
は
施
設
買
い

取
り
費(

建
設
費)
と
し
て

億
１
７
０
０
万
円
、
維

10持
管
理
費
と
し
て
１
億
１

８
０
０
万
円
で
す
。

債
務
負
担
行
為
の
追
加

億
３
６
０
０
万
円
、
期

11間
が
平
成

年
度
か
ら

25

41

年
度
ま
で
と
な
り
ま
す
。

市
民
か
ら
遠
の
く

「
民
間
で
で
き
る
こ
と

は
民
間
で
」
と
い
う
「
行

革
」
の
方
針
は
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
市
役
所
の

使
命
が
ま
す
ま
す
市
民
か

ら
離
れ
て
い
き
ま
す
。

2013年６月９日
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（月２００円程度）
6月 7人 3,600円
5月 40人 32,950円

6月2日は爽やかな天候に恵まれ、各地区で運動会が開催

されました。（写真：第50回記念の渡前地区運動会。他地

区は55回を数えています）



高
橋
甚
治
郎
農
機
具
店

は
土
縁
の
つ
い
た
間
口
の

広
い
店
舗
で
あ
っ
た
。
取

扱
品
は
多
く
は
な
か
っ
た

が
落
ち
着
い
た
店
構
え
で
、

店
主
の
甚
治
郎
さ
ん
は
口

数
の
少
な
い
技
術
屋
で
し

た
。田

起
し
は
犂
、
砕
土
は

鬼
馬
鍬
を
使
い
、
当
地
方

に
は
高
甚
式
（
藤
島
）
百

瀬
式
（
三
川
町
横
山
）
が

普
及
し
て
い
た
。
高
甚
式

鬼
馬
鍬
は
作
り
が
頑
丈
な

の
で
重
量
が
あ
り
、
馬
も

大
変
な
重
労
働
で
あ
っ
た

が
、
次
の
田
圃
に
移
動
す

る
時
は
、
馬
使
い
が
背
負

う
の
で
人
も
大
変
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
比
べ
百
瀬
式

は
軽
量
な
の
で
取
扱
い
は

楽
で
あ
っ
た
。
高
甚
式
は

大
規
模
経
営
の
北
海
道
で

多
く
使
わ
れ
販
売
さ
れ
た

と
い
う
。
北
海
道
は
農
耕

に
適
し
た
馬
産
地
で
、
移

動
も
少
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
砕

土
機
は
、
他
に
ヒ
シ
型
の

箱
に
爪
の
つ
い
た
ハ
ロ
ー

も
あ
っ
た
が
、
当
地
方
の

粘
土
質
の
田
圃
に
は
余
り

適
さ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

農
作
業
も
機
械
化
さ
れ
る

に
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の

農
機
具
も
不
用
と
な
っ
た
。

高
橋
甚
治
郎
農
機
具
店

は
、
今
間
式
農
機
具
（
脱

穀
機
・
籾
摺
機
・
米
選
機
）

の
東
北
代
理
店
で
し
た
か

ら
、
こ
こ
を
通
さ
な
い
と

購
入
で
き
な
か
っ
た
。
高

橋
甚
治
郎
農
機
具
店
の
証

明
書
を
持
っ
て
今
間
製
作

所
に
引
取
り
に
行
っ
た
。

今
間
製
作
所
の
全
盛
時
代

で
あ
る
。（
鈴
木
重
雄
。
駅

前
老
人
ク
ラ
ブ
の
春
の
研

修
旅
行
で
、
こ
の
高
甚
式

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。）

氏
な
ど
で
今
度
は
古
賀
誠

氏
で
あ
る
。
６
月
２
日
号

赤
旗
日
曜
版
１
面
ト
ッ
プ
、

「

条
改
憲
に
大
反
対
」

96

の
見
出
し
。
マ
ス

コ
ミ
も
ビ
ッ
ク

リ
、
「

条
改
憲

96

『
絶
対
反
対
』
古

賀
元
幹
事
長
、
赤

旗
取
材
に
」
な
ど

と
報
道
し
て
い

る
。古

賀
さ
ん
は
、

憲
法
は
わ
が
国
の

最
高
法
規
、
他
の

法
規
を
扱
う
基
準

と
違
い
、
「
各
議

員
の
総
議
員
の
３

分
の
２
以
上
の
賛

成
」
の
規
定
は
当

然
の
こ
と
。
憲
法

の
平
和
主
義
は

「
世
界
遺
産
」
、

父
は
２
歳
の
時
戦

死
、
姉
と
私
を
一

人
で
必
死
に
育
て

て
く
れ
た
母
の
背

を
見
て
、
戦
争
は

２
度
と
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
と
決

意
、
こ
れ
が
政
治

家
と
し
の
私
の
原
点
だ
と

語
る
。

さ
ら
に
、
自
民
党
と
共

産
党
は
戦
後
の
長
い
間
、

立
場
・
政
策
は
違
っ
て
も

互
い
に
自
負
と
誇
り
を
持

ち
、
離
合
集
散
す
る
政
党

が
た
く
さ
ん
あ
る
な
か
で

ぶ
れ
ず
に
活
動
し
て
き
た
。

「
私
に
い
わ
せ
る
と
自
民

党
と
共
産
党
こ
そ
が
『
２

大
政
党
』
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
断
言
し
て
い
る
。

上
げ
な
い
か
ら
と
政
権
に

つ
か
せ
て
も
ら
っ
た
民
主

党
が
３
党
合
意
ト
ヤ
ラ
で

上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
ん

だ
ぜ
。
今
だ
っ
て
反
対
な

の
は
当
た
り
前
だ
ろ
う
が
。

▼
そ
れ
を
言
っ
て
は
ダ
メ

だ
、
犯
罪
だ
と
な
れ
ば
、

あ
の
頃
戦
争
に
反
対
し
た

者
を
ツ
カ
マ
エ
タ
、
非
国

民
と
言
っ
た
の
と
同
じ
で

な
い
か
。
し
か
も
役
人
が

国
民
を
見
破
る
と
い
う
の

だ
。
暗
黒
政
治
の
再
来
だ
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
政
治
だ
。

▼
商
い
を
す
る
者
か
ら
す

れ
ば
、
消
費
税
を
納
め
る

ナ
ン
テ
余
計
な
仕
事
を
さ

せ
ら
れ
た
上
に
、
今
ま
で

の
よ
う
な
売
り
方
が
で
き

な
く
な
る
。
宣
伝
文
句
を

自
由
に
使
え
な
く
な
る
の

だ
。
表
現
が
制
限
さ
れ
自

由
で
な
く
な
の
だ
ゼ
。

▼
今
な
ら
ナ
ン
デ
モ
で
き

る
と
い
う
、
こ
こ
に
も
首

相
の
思
い
上
が
り
が
あ
り

ま
す
ネ
ー
。
景
気
が
良
く

な
ら
な
け
れ
ば
消
費
税
は

上
げ
な
い
事
に
な
っ
て
い

な
が
ら
、
ナ
ン
テ
コ
ト
だ

よ
。
国
会
が
ヘ
ン
で
は
な

い
で
す
か
。（
石
川
）

元
自
民
党
幹
事
長
・
古
賀
誠
さ
ん

赤
旗
日
曜
版
に
登
場

「

条
改
憲
に
大
反
対
」「
自
共
が
二
大
政
党
」

96

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

宣
伝
文
句
を
使
え
な
い

消
費
税
が
現
れ
た
時
か

ら
「
消
費
税
に
反
対
し
よ

う
。
消
費
税
還
元
の
日
」

を
掲
げ
て
生
活
協
同
組
合

（
生
協
）
は
消
費
者
と
一

緒
に
運
動
し
て
き
た
。

▼
こ
れ
で
少
し
は
財
布
か

ら
出
る
も
の
が
少
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
多
く
の

人
が
結
集
し
、
買
い
物
を

す
る
度
に
消
費
税
に
反
対

す
る
思
い
を
新
た
に
し
て

き
た
も
の
で
す
。
大
手
で

も
ナ
ン
ラ
カ
の
事
は
し
て

き
た
で
し
ょ
う
。

▼
こ
う
い
う
こ
と
が
新
し

い
法
律
で
は
ダ
メ
だ
と
い

う
の
だ
。
消
費
税
に
反
対

す
る
と
か
、
そ
の
分
を
還

元
す
る
と
い
う
表
現
・
正

に
生
協
の
標
語
が
犯
罪
に

な
る
と
い
う
の
だ
ヨ
。
そ

ん
な
表
現
を
全
国
の
役
人

が
見
破
る
と
い
う
報
道

だ
。

▼
し
か
し
ど
う
考
え
て
も

オ
カ
シ
イ
で
し
ょ
う
。
国

民
の

％
近
く
が
反
対
だ

80

っ
た
も
の
を
、
消
費
税
は

高
橋
甚
治
郎
氏
の
高
甚
式
農
機
具
（
４
）

鬼
馬
鍬
（
砕
土
機
）

2013年原水爆禁止 国民平和大行進
６月１５日（土） ６月１６日（日） ６月１７日（月）

9:00 庄内町引継ぎ集会 8:50 出発集会 8:50 やすらぎの広場集会

9:30 出発 9:00 随身門前出発 9:00 出発

10:00 乗慶寺 9:20 正善院 9:10 禅龍寺

10:30 宝護寺 9:50 金剛樹院 9:50 旧７号交差点

11:00 眞秀寺 10:45 藤の花Ｔ字路 10:30 かぶモニュメント

12:00 洞泉寺 11:00 藤島庁舎歓迎集会 10:45 温海駅

12:30 猪子公民館 11:30 種耕院 11:00 温海庁舎歓迎集会

13:30 押切郵便局出発 12:00 昼休み 昼休み

14:10 三川町歓迎集会 13:00 鶴岡駅出発集会 12:30 出発

14:40 出発 13:25 日吉町ｱｰｹｰﾄﾞ 12:40 釜谷坂トンネル

15:00 ラコス 13:30 山王通り 12:50 ＪＡたがわｵｰﾄﾊﾟﾙ

15:10 多福院 13:36 銀座通り 13:00 鼠ヶ関関所跡

15:40 泉蔵寺 南銀座通り 13:30 弁天島ﾋﾞｰﾁｾﾝﾀｰ

13:50 常念寺 新潟へ引継ぎ集会

14:25 朝暘第１小学校

美原町交差点

15:00 鶴岡市役所歓迎集会

平和観音霊場などの寺院を巡礼し、戦争犠牲者ならびに東日本大震災で被災にあわれ

た皆さんにご冥福と復興の祈りをささげます。

→
『
２
０
１
３
年
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
』
は
６
月

日
（
日
）、

時
に
藤
島
庁
舎
で
歓
迎
集
会
を
開
催
し
ま
す

16

11

政
治
の
右
傾
化
を
心
配

す
る
元
自
民
党
幹
事
長
の

発
言
が
最
近
聞
か
れ
る
。

加
藤
紘
一
氏
、
野
中
広
務
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